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M10アンカーボルト M10アンカーボルト

M10アンカーボルト
モルタル

コンクリート

５ タッピングネジ
ペーパーコア 木下地に施工する場合は、

底仕上げ材、床構造材、
補強木等あわせて７５ｍｍ以上
の厚みがあること。

M１０アンカーボルト
コーチネジ ９ ７５

床仕上げ材、
床構造材など

補強木

下穴 ６

150

７５ｍｍ以上
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（コンパネ補強高さ）
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コンパネ補強幅はLGSピッチに合わせる












アンカーボルトを使用する際は、
コンクリート層に確実に（埋込み深さ
４０ｍｍ以上）固定すること。
床面には３ケ所アンカーを打込むこと。
壁面には４ケ所アンカーを打込むこと。

補強木

M６～M10
ブロック用アンカー

M１０アンカーボルト

５ タッピングネジ
補強木をいれること

ワッシャー １０

施工図

コンパネ補強部分を示す

石膏ボード部分を示す

ＬＧＳ部分を示す

ブロック部分を示す

凡　例

ＬＧＳボード壁

特記事項

ション壁に取付ける際は、
ネジ固定位置に補強木を

コンクリートＧＬ壁 ブロック壁

タッピングネジ５

タッピングネジ
５

ＬＧＳ

パーテーション

コンパネ補強
ｔ＝１２以上

石膏ボード

タッピングネジ５

ＬＧＳ

コンパネ補強
ｔ＝１２以上

石膏ボード

(コンパネ補強)
石膏ボード

コンクリート

モルタル

ブロック

タッピングネジ５

パーテーション

(コンパネ補強)

石膏ボード モルタル

コンクリート

タッピングネジ５

コンクリート

30mm以上

△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





△壁仕上面





コーナー部取付詳細図平面部取付詳細図

▽床仕上面 ▽床仕上面 ▽床仕上面 ▽床仕上面 ▽床仕上面 ▽床仕上面

めねじタイプ

Ｍ１０アンカーボルト Ｍ１０アンカーボルト
Ｍ１０アンカーボルト

Ｍ１０アンカーボルト

Ｍ１０アンカーボルト

ブロック
補強木を入れること

タッピングネジ５

補強木を入れること

コンクリートビス５

Ｍ１０アンカーボルト

Ｍ１０アンカーボルト Ｍ１０アンカーボルト

Ｍ６～１０

めねじタイプめねじタイプ

乾式工法の壁やパーテー

入れること。

Ｍ５ブロック用アンカー

Ｍ６～１０ブロック用アンカー

※上図は施工補強の一例です。
　必ず現場にて強度をご確認の上施工をお願いします。又本図にない現場の場合は別途個別対応となります。
　本図の寸法は参考値となります。

コンクリート壁と石膏ボードとの間に隙間がある場合は隙間厚のコンパネ補強必要

アンカーボルト

Ｍ６～１０
アンカーボルト

めねじタイプ
Ｍ６～１０
ブロック用アンカー

Ｍ６～１０
アンカーボルト

トイレブース部分を示す

空洞にモルタル注入

空洞にモルタル注入

ブロック
空洞にモルタル注入

ブロック
空洞にモルタル注入


